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（解答一例）

皮膚は、外側から順に表皮（１）、真皮（２）、皮下組織（３）の３

層からなり、最外層の表皮（１）はさらに、外側から角質層（ 1a）、

顆粒層（ 2a）、有棘層（ 3a）、基底層（ 4a）の４層からなっている。

以下、個別に説明する。

（１）表皮では、皮脂と汗が混ざり合って自然のクリームとなった

皮脂膜が作られている。この皮脂膜は、皮膚をなめらかにするとと

もに、皮膚の乾燥を防いだり、ほこりや有害な細菌から肌を守る。

（ 1a）表皮の角質層では、細胞と細胞の間にセラミドという脂質

があり、細胞間の潤いを保つなど肌のバリア機能を担っている。こ

のセラミドは、加齢や紫外線により減少するとされている。

（ 2a）顆粒層には表皮角化細胞（ケラチノサイト）という細胞中

に小さなビーズのような粒がある。これをケラトヒアリン顆粒とよ

んでおり、表皮の角質層を通過して入ってきた紫外線を跳ね返す役

割をしている。

（ 3a）有棘層（ゆうきょくそう） 〜は３ ８層（あるいはそれ以上）

の細胞層により構成され、表皮の大部分を占めている。この層にお

いて互いに隣接する細胞同士は、細胞膜が互いに複雑に絡んでいて、

細胞間橋（intercellular bridge）とよばれる構造で強く結合して

いる。この結合が、まさに棘（トゲ）のように見えることから、
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有棘層と名付けられており、皮膚が強度と柔軟性を獲得する理由に

もなっている。

（ 4a）基底層(きていそう)には、メラノサイト（色素生成細胞）

があり、これにより、紫外線から体を守る色素であるメラニン色素

が生成される。日やけで肌が黒褐色になるのはメラニン色素が生成

されるためであり、紫外線をメラニン色素が自ら吸収することで、

ＤＮＡに傷がつかないように守ってくれている。

（２）真皮には脂肪を出す皮脂腺と、汗を出す汗腺がある。皮脂腺

から脂肪（皮脂）を排出（分泌）することで肌の表面（皮脂膜）が

弱酸性となり、これにより有害な細菌の繁殖を抑えている。また、

汗をかくことで体温を一定に保つことができる。さらに真皮には、

コラーゲン（家屋でいえば柱や骨組みのように組織の形を保持する

線維）やヒアルロン酸（天然の保湿成分）、エラスチン（ゴムのよ

うに弾力性のある線維）など、皮膚の保湿や弾力性を保つ重要な成

分が含まれている。線維芽細胞（せんいがさいぼう）は、これらコ

ラーゲン、ヒアルロン酸、エラスチンといった真皮成分を作り出す

細胞である。

（３）皮下組織にはクッションの働きをする脂肪組織があり、外部

の刺激や衝撃から内臓などの内部器官や骨を守っている。なお、こ

の皮下組織にある脂肪が、いわゆる皮下脂肪である。
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